
平成２６年度第２回看護研究倫理委員会議事要旨 

 

日 時  平成２６年５月１２日（月） １６時１５分～１８時２５分 

場 所  看護学科棟１階 学科長室 

出席者  内田委員長、橋本委員、津本委員、岩田委員、三原委員、加藤委員、

飯塚委員 

欠席者  太田委員 

委員以外の出席者 申請者（新宮院生、篠田院生、福間講師） 

 

 ○ 本委員会は、本学医学部看護研究倫理委員会規則第５条の規定に基づく

３分の２以上の出席を得て成立した。 

   

○ 平成２６年４月開催の平成２６年度第１回看護研究倫理委員会議事要旨

を了承した。 

   

議事 

１．看護研究申請書の審査について 

（１）課題名：看取りの場面でＤＮＡＲの意思決定にゆれたがん患者の家族を      

をケアした看護師の感情体験    ・・・・・・・・資料１                      

   内田委員長から、資料１のとおり新宮院生より申請があったので審議願

いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の新宮院生から研究の概要等についての説明、及び各委員

から質疑等があった。 

引き続いて審議の結果、委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし、本件申請について承認することとした。 

 

（２）課題名：化学療法を経験した女性がん患者のパートナーの子育てに関す

る困難                  ・・・・・・資料２ 

内田委員長から、資料２のとおり篠田院生より申請があったので審議願

いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の篠田院生から研究の概要等についての説明、及び各委員

から質疑等があった。 

引き続いて審議の結果、委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし、本件申請について承認することとした。 

 

（３）課題名：認知症高齢者の周辺症状及び虚弱を指標とした転倒予測アセス

メントツールの開発              ・・・・・・資料３ 

本課題の研究分担者である内田委員長にかわり委員長代行の橋本委員か

ら、資料３のとおり福間講師より申請があったので審議願いたい旨の説明

があった。 

続いて申請者の福間講師から研究の概要等についての説明、及び各委員

から質疑等があった。 

引き続いて審議の結果、委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし、本件申請について承認することとした。 



 

（４）課題名：屋根瓦方式アクションリサーチによる新任医療安全管理者の実

践力強化プログラムの開発       ・・・・・・資料４ 

申請者の内田教授にかわり委員長代行の橋本委員から、資料４のとおり内

田教授より申請があったので審議願いたい旨の説明があった。なお、この案

件については、平成２４年度に看護研究倫理委員会において平成２６年３月

３１日まで承認されていたものであるので、予備審査なしで本審査を行う旨

の説明があった。 

続いて申請者の内田教授から研究の概要等についての説明、及び各委員か

ら質疑等があった。 

引き続いて審議の結果、本件申請について承認することとした。 

 

２．報告事項 

（１）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 伊藤 千加子 

課題名：看護師のキャリア志向と看護師が看護師長に期待する承認行為

との関連 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

  

（２）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 河瀬 裕子 

課題名：急性期病院に勤務する看護師の退院支援行動の実態と関連要因 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

 

（３）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 平田 典子 

課題名：医療療養病棟に勤務する看護職の仕事に対する認識とその影響

要因 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

 

（４）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 梶谷 弘美 

課題名：急性期病院に勤務する看護師の退院支援行動の実態と関連要因 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

 

（５）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 加藤 典子 

課題名：訪問看護職員の仕事に対するやりがいとその関連要因 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

 

（６）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 荒木  さおり 

課題名：一般病院の認知症高齢者看護における認知症看護認定看護師の

専門的実践活動 

   審査結果：承認（平成２６年４月１４日付） 

 

（７）申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生 篠田 里絵 

課題名：乳がん初回治療中の妻を持つ夫の子育てに関する困難  

   審査結果：申請書を訂正のうえ、改めて審査する 

 



 

３．その他 

研究期間の延長の申請については書類審査のみとし、看護学科の教

員で審査を行ったのち、看護研究倫理委員会において報告事項として

提出することとした。 

 

内田委員長から、別紙のとおり「看護研究申請書」の様式及び「看

護研究倫理委員会による審査の流れ（詳細）」の変更内容等の説明があ

り、審議の結果、了承された。 

なお、変更後の様式等についてはホームページにアップすることと

した。 

     

      

○ 次回の看護研究倫理委員会について、平成２６年６月９日（月） 

１６時１５分から開催することとした。 

 

 

  

 


